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RichardWright(1908-1960)と彼の文 学テニマ とも言 える恐 怖感
は,切 り離 す こ とがで きない。Wrightの 幼年期 の生活 は 自伝 的 作 品
BlackBoy(1945)に 見 られ る通 り,幼 い時か らの恐怖感が,成 長 とと もに
強 まって いったので ある。 白人 と黒人の人種差 別 を,暴 力に よって教 え
こ まれ,常 に 白人か ら生 命 を脅か された りして,黒 人独得 の知 恵が,生
み出 され たので ある。南部 の全 てが,黒 入に とっては恐怖的零 囲気 のみ
な ぎった世 界 なの だ。恐怖 と暴力 とが,Wrightの 精 神に必 然的に しみこ






こ うした生活 に基礎 を置 いたWrightの 作 品は,直 接 白人 に対す る反抗
とい う形 を とらず,白 人か らの防衛 の形 で,内 面思考 に向け られ た。
NewNegroの 自 律 精 神 を 反 映 させ た小 説UncleTom'sChildren
(1938)に は,古 典 的,隷 属 的な,UncleTomの 忍従 の時代 か ら脱 した,
次 の世代 つ ま り積極 的か つ 自主的,戦 闘的NewNegroの 姿が見 られ る
が,こ の作 品に も人種 的恐怖 感が,そ の底 流 をな して いる と言 える。そ
してこの登場 人物 の黒 入が,非 人間 ではな く恐怖 を持 った人間なのだ と,
逆説的 に社 会 に訴 えて い るよ うにも見 られ る。
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Wrightの 恐怖 と暴力 の傾 向 をその ま ま受 け継 ぎ,ま たア メ リカ資本 主
義 社会 の,矛 盾 した性格 を暴露 してい る作品がNative5∂ η(1940)で あ
る。 この作 品 はWrightの 作 品中「恐怖 と暴 力 とい うテーマ が最 も成功 し
てい る 」 とも言われ てい る。
Wrightの 恐怖に対す る抵抗 の態度 は,個 人的 な ものに と どま って い
る。人種 に限 らず,人 間 としての権 利 を主 張す るとい うわけ で もな く,
か といっ て黒人 同士 を組織化 し,自 人 の暴 力に抵抗 しよう とい う主 張で
もない。 あ くまで も消極的 なその抗議 は,恐 怖感 と劣 等感 につ きま とわ
れ,敗 北感 と自我沈殿,あ るいは相 互理解 の拒否 とい う性 格 の もので あ
る。 この姿 はBiggerThomasの 姿 勢 であ る とも言 えよう。このBigger
Thomasこ そYア メ リカ社会 が生み 出 し,そ の環境 の中 で育 った 「土
地 の子」 なのだ と,Wrightは 主張 して いる。Biggerは 恐怖 か らのが れ,
ひたす ら自由に生 きたい と望 む。 しか しBiggerの 自由 が,社 会 のすべ て
を拒 否す ることで実現 した所には,一 般社 会 と分離 した異常 な立場 を見
るので あ る。
BiggerThomasは20歳の黒人青 年 で ある。 彼の様々 な行動 か ら,生
まれ て以 来,意 識 の中に不満 の蓄積 が なされ て いた と推測 で きる。黒 人
として の これ までの生活 は常に,白 人か らの 強 い圧迫 を受 けて いた。 そ
れ ゆ え白人 と言 うと,Biggerは 条件反射 の よ うにおび え,恐 怖 す るので
あ る。 自分 をふ りかえ ることに も恐 しさを感 ず るの は,自 分 の一部 に ど
うして もぬ ぐい きれない,白 人の 存在 が あるか らだ と言 え よう。 この存
在 に劣 等感 を持 ち憎悪 す るのだ。このBiggerの 性 質 と対象 的にOldNe-
groの 典 型 とも考 え られ るのが,彼 の母 の姿 であ る。 彼女 は白人か らの
外 的,内 的圧迫 をすべ て神 の意志 と考 え,来 世 の幸 福の為 に,喜 んで苦
しみに 耐 え忍ん でい る。信 仰 で救 われ る と信 じ,ひ たす ら祈 るの であ る。
Biggerは その姿 を見 るにつ け,反 発 を感 じるの であるが,彼 は 白人の存
在 を常 に意識 し,恐 怖 し,憎 悪す る とい う悪循環 を,ど うする こと も出
来ず に繰 り返 し続 けていた。Biggerの 恐怖 が,は っき り表 われてい る幾
つ かの 出来事 に おいてそれ ぞれ特 異 な黒人意識 を見 るこ とが出来 る。
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仲間4人 と白人の店 を襲 う計 画は,最 も良 く内面恐怖 を示 して い た と
言 える。 しば しば黒 人 の店 に,強 盗 に入 ってい たBigger達 は,黒 人同士
とい う事 で,い くら警 戒 が厳重 であって も精神 的に は圧迫 な ど感 じなか
っ たのであ る。 その上 白人警 官 も,黒 人同士 の事 なら とりたてて調査 も
しないの であ る。 しか し問題 が 白人 と関係 して くると事 情 は全 く異 なっ
て くる。警戒 とい う面 では,黒 人の店 よ りはむ しろ楽 に襲 えるの であ る
が,襲 う側,つ ま りBigger達 の精 神 に,恐 怖 とい う圧迫感 がの しか か り,
実行 を鈍 らせ るのだ った。黒 人 として のタブー を犯 す こ ととな り,行 動
を起 こして いない今 で さえ,強 く意識化 されて い る白人か ら,こ の強盗
が実行 に移 され れば,ど の よ うな結果 を引 き起 こすか,は か り知 れ ないの
であ る。直接 に 白人 の怒 り,憎 悪が力 となっ て向かって くるこ とを考 え る
と,Bigger達 に二 の足 をふ ませ たのだっ た。黒人 の内面に深 く根 ざ した
無 限の 白人へ の恐怖 と,警 官 とは言 って も,人 種差別 をはっ き り示 して
い る事 か ら,Wrightの ア メ リカ社会組 織へ の批 判す ら感 じられ る。容易
に金 を得 たい とい う願望 か らこの計 画 は進 め られ たので あるが,こ れ は
Biggerを は じめ,仲 間一人一 人の頭 に恐怖 を抱かせ てい たのは当然 であ
る。 しか し仲 間で あって も互 いに,恐 怖感 を他 人に悟 られ まい とす る一
も
種 の 自尊心 があ り,こ の計 画は 自尊 心 の波に乗 って実行 め方 向へ と向け
られた と言 え る。 この波 の流れ を止め乱 したの が,Gusの 沈 黙で あった。
この沈黙が恐怖 を一 同の心 の中に呼 び起 こ し,増 大 させ る事 となった。
恐怖感 を最 も強 く感 じたBiggerは,自 分の感情 を押 し隠 し,無 関心 さを
装 ってい る事 が出来 なか った。 それ ゆえ実 際に は白人へ の恐怖 を,沈 黙
し続 け るGusに,憎 悪 とい う形で転化 して しまった。 しいたげ られた黒
人 だか らこそ,自 分 の恐怖や圧迫感 を,身 近 な他人 に転化 し,憎 悪 す る
とい う異常心理 が見 られ るのではな いだ ろ うか。この時のBiggerは もは
や 自制心 もな くなって いた と考 え られ る。決行 時間が近づ くにつれ て,
精神 の不安 定 さ も手 つだ って,異 常 な心 理 の複雑 さを見 る事 が できる。
皆 を扇動 してお きなが ら,事 が ここに至 ってか ら,内 心計 画 をと りやめ
に したい と望 むが,自 尊心 か ら言 い出せ ないので ある。Gusの 存在 は,
25
Biggerに 圧迫感 を与 え,白 人への恐怖,劣 等感,憎 悪 のすべ ての象徴 と
してBiggerに 感 じられた。どうに もならな くな った圧 迫感 を解決す るに
は,Gusへ の強烈 な暴力 とい う形 しか なか った。Gusと の衝 突に よって,
白人 の店 を襲 う計 画 も消 え去 り,Bigger自 身の恐怖 も悟 られ ずに済 んだ







Wrightは 「白」の恐怖 が,黒 人全体 に言 い知 れ ない圧迫 を与 え,さ ら
に黒人 同士 の仲間 関係 に まで,影 響 して いる と述べ てい るの である。恐
怖 は黒 人,一 人一 人の肉体 に重 く入 り込み,精 神異常 さえ来 たす ほ ど強
大 な存在 となっていた。黒人 に とって恐怖解 決の手段 は,無 関心 を装 う
か,暴 力に訴 える しか ないのであ る。他 の黒 人に打 ちあけ られ る程,簡
単 な問題 で はな く,そ れほ ど率直 に育 っていな い事 は,い くら同 じ人種
で あって も,自 分 の恐怖 の知 られ る事 を恐 れ る,Biggerの 性 格に明確 に
示 され て いる。黒 人は互 いに強 い恐怖 を内在 させ てい るか らこそ,心 か
らの交 りが ないのだ とWrightは 主張 してい る と言 え よ う。 しか しまた,
自分一 人では何 も行動 で きず,他 人 の力 を借 りて 行 動 に 移 そ うとす る
Biggerか ら,主 体性 の ない黒人 の人間像 を も浮 き彫 りに して いる。
Dalton家 へ就職 す る事 は,Biggerに とっ て今 までの概念的 な白人へ
の恐怖 とは異なって,直 接 に 白人 と接触 す る とい う事 か ら,危 険 を伴っ
て いた とも考 え られ る。恐怖の対象 と向か いあ う事 は,精 神 の異常 が いつ
起 こる とも限 らな いわけ であ り,不 安 を感 じたBiggerが ピス トル を用 意
していた事 で も察す るこ とがで きる。彼 に とっ てピス トルやナ イフは十
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字架 の役割 を果 していた と考 え られ る。持 って いるだけで安 心感 を得 る
ピス トルが,2人 の女性 殺人に直接関係 して いな い事 で も納得 で きよう。
Dalton家 にお いて,Biggerは 様 々 な挑戦 的雰囲気 を受 け た。例 えば,
黒人 が入 るべ き裏 口が ない事や,女 中 のBiggerへ の見方 に動 揺 し,
Dalton家 の家具 の一つ一つ に も,Biggerは 挑 戦 されてい るように思うのだ
った。Dalton夫 妻の会話 に も,感 じはつかめ て も内容が わか らない事 か
ら緊張感 を増 すBiggerの 姿 は,実 際 には何 で もない事 であって も,あ ま
りに強い劣等感 を白人 に対 し抱 いて いる為 に,か えって偏見 を持 って い





こ うした中にお いて も,白 人に対 して黒 人が どの ような態度 を取 る事
が望 ましいかBiggerは 忘 れ てはいなかっ た。Dalton氏 と話 してい る
Biggerは,互 いに一 つの線 を守 ってい るせ いか,Biggerの 内面 に緊張感 は
あったが,精 神 は安定 して いた と考 え られ る。Dalton氏 に盗 みの事 を聞
かれて も,前 もって予知 していた事 で あ り,平 気 で嘘 をつ く事 が 出来 た。
Biggerは 自分 の劣 等感 を引 き出す もの を異常に憎 むのであ って,自 分 を
隠 して い られれ ば,安 心 して いたので ある。Wrightは 自人領域 に存在 す
るものすべ てに恐怖 を抱 くBiggerを 設定 し,黒 人 の劣等感 の強 さか ら自
己嫌 悪 に陥 る愚 かな黒 人 を示す こ とに よって,黒 人への 同情 を引 き出す
だけで な く,白 人へ の強烈 な抗議 を行 なってい る と考 え られ る。こん ない
じけた人間 を育 てた社 会は,た とえ,建 物が立 ち ならん だ大都 会 となろ
うとも,実 際 には矛 盾に満 ちた社会 で あるこ とを告げ てい るの である。
Biggerの 精神 及び態度 にはBlackBoyに お いての 「私 」つ まりWright
自身 と,共 通 して いる点 を見 る事 が出来 る。 白人の好む よ うな態 度 を
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自然に学 び,白 人 の前 では進ん でその行動 を取 る。 そ してその行動 の陰
に,自 分 自身 を隠 して しまお うとす る意識 は,Wrightが 幼 い頃か ら得 た
黒 人独得 の性 質だ と言 え る。
圧 迫 と被圧 迫の関係 は,長 い年 月を経 て,不 満 を蓄積 させ つっ,恐 怖
とい う壁 の為,不 自然 な形での均 衡 が保 たれ ていた。 こ うした均 衡 は,
互 いに領域 を犯 さない とい う事 で,安 定 していたの である。しか しMary
の登場 と彼女の言動 は,こ の均衡 を崩 す結果 となっ た。 つ ま り,あ ま り
に唐 突 なMaryの 質 問は,Biggerの 抱 いて いた白人娘 のimageと は,か
な りかけ離 れて,ま った く予知 で きなかっ たば か りか,彼 を不安の底へ
落 とし入 れて しまった。Biggerは 彼女が 自分 の内部 に まで,侵 入 して来
た ように感 じ,Dalton家 へ就職 す る事 さえ危 う くす るの では ないか と恐
れた。不安 を抱 いた瞬間 か ら憎悪 を感 じたの は,黒 人 として 当然の反応
とも言 え よう。 自分 を隠 すだけの余裕 が ない とい う事 は,直 接 大 きな恐
怖 を黒人 に引 き起こす ものだ。映画の上 での白人女性 を,一 般 の 白人 と考
えて し まうほ どの単純 さと,共 産主義 を悪の代表 として思 い込んで いる
無知 さは,あ ま りに一般社会 か ら隔離 された黒人 の生活 を,意 識せ ずに
はい られない。
Maryに 加 えてJanの 出現 は,新 たなWrightの 主張 を見 る事が 出来 る。
共産 主義者 であ ろ うとなかろ う と,JanはBiggerに とって 白人 で あ っ
た。 仲間 であ る と,宣 言 す るJanは,共 産主義 の立場 か らBiggerに 接 し
たので あ るが,Biggerは 黒 人 としての立場 で しか考 え られ ない所 に,Jan
を受 け入れ られな い原因が あ る。Wrightは,人 種 の問題 がideologyと
は別 で あ る事 を,暗 に述べ てい ると考 えられ る。このBiggerの 心理 には,
JanやMaryの 親切 さえ も否定 し,逆 に黒 い皮 膚 の色 を強 く感 じさせ て し
ま うほ ど歪 め られ た黒人 を示 して いる。 これほ どまで,白 人 を恐 れ,劣
等感 を持 っていたBiggerがMaryの 隣 にすわっ た時,白 人へ の恐怖 と共





この よ うな姿勢 は,NewNegroの 立場 を,よ り明確 に しよ うとす る
Wrightの 意志 では ないだろ うか 。 さらにBiggerは,泥 酔 したMaryに 対
して,白 人 としての意識や恐怖 が薄 らい でい き,逆 にMaryにsexを 意 識
していっ た とい う事 は,Wrightが 意 図的 に最 も白人 の嫌 う点,人 種 問題
に おいて タブー と考 え られ ている点 を明 らか に し,性 的 欲 望 を持 っ た
NewNegroを 示 そ うとす る意志 が理解 で きよ う。ideologyで は越 える事
の出来 ない人種 の壁 を,性 の本能が越 え られたの とは逆 に,恐 怖 の本能
が,人 種 の壁 を厚 くしてい る事 は,矛 盾 している ようで もあ り,ま た黒
人 の真 の姿 で もある と考 え られ る。
Biggerに とって,最 大の恐怖 を感 じたの は,Maryの 部 屋で,突 然 に
Dalton夫 人 と出会 った時 であった。 まった く予期 して いなか った事 に,
反射的 に恐 怖 を抱 くの は黒人 の本能 で あ り,BiggerはDalton夫 人へ の
増大 した恐 怖感 か ら,偶 然 に もMaryを 殺害 して しまったのであっ た。
Biggerの 異常心理 は,殺 人 を犯 した恐 れ よ りも,自 分の行為 が 多 くの 白人
か ら敵視 され,無 限の力 に攻撃 され る事 を恐れ るのである。
Maxと の話 の中 で,Maryの 殺害 に対 しまった く,Biggerは 罪 の意識




人 を殺 して も罪の意識 がないBiggerの 心 理 は,無 意識 の中に も社会 の
倫理 を拒否 してお り,こ れ もWrightの 主 張の一 つであ る と考 え られ る。
黒人が 白人 を殺 すのは,自 分 が殺 され ない為 で ある とい うpatternは,
WrightのUncleTom-'sChildrenにも見 られ る。例 えばBigBoyの よ う.
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に,抵 抗 しなけれ ば自分 が殺 され て しまう と考 え,殺 人 を犯 して しま う
事 で も明 らかで,正 当防衛 の形 を とって いるが,Maryを 殺 害 したBigger
は正 当防衛 と言 えない であろ うか。Maryを 対象 として考 えた場 合直接
Biggerに 危害 を加 えた わけで もな く,殺 人 は正 当 とは言 えない。しか し,
親切心 か らのMaryの 行 動 はBiggerの 心 に,危 害 と して感 じられてい た
事 は確 か であ る。 またア メリカ社会 の外 的力が,Biggerに は,殺 され
る恐れ を感 じるほ どの強 い危 害 とな って いたので あろ う。 したがって
Biggerは 彼 な りに正 当防衛 であ るか ら こそ,罪 の意識 をまっ た く感 じて
い ないの である。
恐怖 が 肉体化 して いたBiggerに とっ て,そ れ まで人間性 とい うもの と
は,ま った く無縁 であった と言 える。 しか しMaryの 殺 害 を契機に,精 神
的圧迫 を被 った結果 とな り,彼 の精神 は一 変す る。 主体性 の なか った
Biggerが この殺人 に よ り偶 然 に も主体性 を持 た ざるを得 な くな っ たの
であ る。
Biggerは 自分 を犯 人 と知 られ ない為 にの み行動 す るこ とに な るの で
あるが,彼 の殺 人直後の処理の仕 方,つ ま り死体 の焼却,首 の切断 な ど
の,証 拠 隠滅行為 か ら見 られ る残 虐性 は,人 間悪 の悲惨 さ を感 じさせ る。
その後,彼 は殺 人 を犯 した事 に よっ て,皮 肉に も自分 の存在感 を味 わ う
こ ととなった。偶 然にせ よ,一 種 の 自発的結 果は,,そ の責任 上,自 らで
自 らの命 を左右 す る立場 にBiggerを 置 いたの だが,こ の責 任 とい う事
が,Biggerの 今 まで どうして も求め られなか った もので あ り,こ の責 任
感 は,む しろ殺 人に よって,彼 の内面に喜 びす ら感 じさせ たのであ る。
ここに もア メ リカ黒 人の異常心理 が うかが える。BiggerはGusと の争 い
と同様 に,暴 力 に訴 えた こ とで 「白」 の壁を こえ,自 己の存在の証 しを,
得 るこ とがで きたのであ る。 そこには法 律,道 徳 権 威に反逆 した,一
種 の孤 立 した姿 を見 るこ ともで きる。EdwardMargoliesは,「アメ リ
カの息子 たち」 の 中でBiggerの 殺 人につ いて次 の よ うに述べ てい る。
彼 の人間性 を否定 し,彼 の人格 を分裂 させ る,不 条理 で敵 意 にあ
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ふれた世 界に あって,ビ ッガーは 自分 の存在 をなん らかの形 で確 た
るもの とす る選 択 をな しえたの であ る(7)
黒人だ か らこそ,考 え方に まで大 きな変化 を もた らしたの であ り,こ
の解釈 に 同感 である。
こ うして彼は,生 きて いる とい う充足感 を味 わい,今 や何か ら も圧迫
感 を感 じな くなったので ある。 自分 だけが知 って いる事 実 を,ど の よう
に利用 した ら犯 人 として捕 え られ ないか,と い う事 が中心 課題 とな り,
Biggerの 頭 の中は,そ の 目的達 成 に専 念 していた。白人が考 えて い る所
の,黒 人の知 恵の基準 を,は るかに越 えた想像 もつか ないほ どの大 それ
た仕業 を,や ってのけ よ うとして いるのだ。 この巧妙 な工作 は,失 敗が
す なわ ち 「死」 に結びつ くとい う,特 殊 な状 態 に直面 した人間の必 死の
才能 を示 してい る と言 え る。今 後の行動 をどの よ うにす るか,犯 人 を誰
に仕 立て るか,家 族,友 人,Dalton家 の人々 に対 しては どの よ うな態度
が必要 か… 彼の全生活が,今 まで とは異 なった形 で考 え直 され ていっ た。
表面的 に は全 然変 わってい ないかの よ うに,ふ るまお うとす るBiggerの
態 度に も,以 前の よ うな恐怖 か らの気 迫が見 られなかった事 は明 白であ
る。 む しろ周囲の黒人 に対 して,客 観視 で きるほ ど冷静 に なってい た と
言 える。 そ こに は強大 な圧迫か ら脱 した,一 種 の虚 無的姿 さえ見 る事 が
出来 る。特 に ここで対象的 なBiggerの 二面 が引 き出 され る点 は注 目で き
る。Dalton家 に い る時 のBiggerがMaryに 関す る話題の一つ 一つ に注意
し,鋭 敏 に反応 す る活動的姿 を持 ってい るの に反 して,家 に戻 ったBigger
は,黒 人生 活 の次元か ら分離 して,孤 立 した存在 とな り,消 極 的 な姿
を持 っ てい る とい う事 で ある。つ ま りBiggerは 内面 では黒 人 と しての領
域 を離 れ,白 人 に対 して は,敵 対 す るこ とで存在感 を持つ わけ であ る。
その上,彼 を精神的 に しろ白人 よ り優 位 に立たせ たの は,白 人の知 らな
い現 実,.::.の み知 って いる現実 が ある とい うことなのだ。
殺 人行為 に よって得 られ た自己存在 をあ くまで守 りぬ こ うと必死 であ
っ たBiggerは,恋 人Bessieさ え利用す る事 しか考 えなか っ た。Bessie
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とBiggerは 互 いに本 当に愛 し合 っていたの では な く,た だ利用 しあっ
てい ただけの結 びつ きだっ たのであ ろう。Bessie自 身 もBiggerの 犯 し
た罪 の為 に,一 緒 に 死 刑 に なるよ うな事 は した くなか った と言え る。
Biggerは 単 な る欲 望 を遂 げ る為 に,Bessieを 必要 としてい たの だ。 それ
ゆ え,犯 人 として追跡 され てい る時,無 理 に性 交 を した後,足 手 まとい
に な る と考 え容 易にBessieを 殺す こ とが出来 たので ある。この ような恐
ろ しい までの心理 には,自 己防衛 に必死 になっ てい るBiggerの 野蛮 さ,
死 に追 いつめ られ た動 物的本能 を感 じ取 る事 が 出来 る。
様 々 な偽 装工 作 も空 し く犯人 として追 われ捕 え られ たBiggerは,自 分
をふ りか え り,一 時的 に人間 としての存在感 を得 たが,結 局黒 人は,非
人間に甘 ん じるのが正 しいの ではないか と考 え,葛 藤 す るのであ る。
Biggerに とって,こ の結末 は,今 までの 自分 の行動 をすべ て否定す るこ と
にな るのだ。彼 の能力 を最 大限 に使 って計 画 を立て,行 動 したに もか か
わ らず,今 「死」に近づ きつ つ あるBiggerは 自己の人間 としての存在 自
体 が不 安 になっていっ た。
Maryの 殺 害後,一 人で何 もか も考 え行動 して きたBiggerに とって,
JanとMaxの 登場 は,第 二 の大 きな変化 をその心理 に もた らした と言 え
る。人 間同士の信頼 とい うもの を初 めて知 ったのであ る。JanはMaryの
恋 人 であ り,Biggerを 憎 んで当然 とさえ思 われ るの に もかか わらず,強
烈に 白人か ら非難 され てい るBiggerの 弁護 に協 力 しよ う とし,ま た白人
の恨 み す らか うこ とを承知 で,Biggerを 救お うとす るJanの 態 度に とま







もはやBiggerは 白人 を恐怖 の対象 と して,と らえ るこ とは な くなっ
た。Janの 紹 介 して くれ た弁護士Maxに 対 して,今 まで,自 分 の生 いたち,
家族 の生活,恋 人 との関係 な ど,誰 に も話 した事 の ない人生 を,包 み隠
さず話 す事 が出来たの は,信 頼 とい う力の なせ る業 であった。Maxは あ
くまで もBiggerの 人間性 を認め ていた。 た とえ,無 宗 教 であれ,殺 人犯
人であれ,そ して黒人 だ といって も人 間 として あつか った。 この事 で
Biggerは 自分 の心 の中に押 し込め ていた不満,恐 怖,憎 悪 のすべ てが解 き
開かれ た よ うに,Maxに 話 す事 が 出来 たのである。完 全に他人 を信 じる
事 に不安 を感 じたのは言 うまで もない。Maxと 別 れた後,す べ て を話 し
た事 で弱 点 さえ さらけ出 して しまっ た ような不安感 と,一 人で は な くな
ったのだ とい う安心感 が,Biggerに 葛藤 を引 き起 こ させ た。しか し次第
にMaxと の人間的 ふれ合 いの中でBiggerは 信 頼感 を増 して い っ たので
ある。 思、
このBiggerの 態度 には,そ れ まで強烈 に持 って いた恐怖 が,あ っさ り
消滅 して しまって いる。WrightがCommunismに近づ け よう とす る意志
が あま りに表 面化 して いる と言 える。
Maxの 質 問 に,Biggerは 自分 に も説 明のつか ない黒 人特 有 の感 情が,
彼の大部分 の行動 を左右 していた事 が わかった。長年 にわた るア メ リカ
の矛盾 した社会 が黒 人に与 えた,解 釈 す らで きない感情作 用 を示 してい
る と言 え よ う。
Biggerは,白 人 のMaxが,自 分 の 中か ら人間性 を見っ けて くれ た事 に
ょって立場 をす り変 えた ら,白 人が なぜ 自分 を憎 悪す るのかが わか るの
ではな いか と考 えた。この事 は後 にWrightの ア メ リカ脱 出の考 え と一致
す ると考 え られ る。 自分の立場か ら離れ,白 人の立場 で自分 を見 よ うと
す るBiggerの 姿 は,自 己認 識 を最 も恐 れ ていた以前 の彼 には,想 像 も出
来 ない こ とだ と言え る。進 んで 自己認 識 しよ うとす るこの よ うなBigger
の意識 の変化 は,自 分 を客観視 した上 で,こ れか ら先 の残 り少 ない生活
を どの ように送 るか,ま た どの よ うな気持 で死に向か うか,と い う事 に
つ なが る問題 であった。人々 とふれ合 うことで,彼 は自分 をよ り知 る事
33






BiggerはMaxと のふれ合 いか ら,自 己認識 で きる と確 信 していた。自
分 の死 を憎 悪や,劣 等感 や,敗 北感 で汚 した くはなか ったのだ。Maxに
よっ て,人 間 として目 ざめ,生 まれて初 め て誇 りす ら感 じる事 が出来 た
こ とか ら,Biggerは 死ぬ前 に,さ らに確固 たる 自己 を見つ けたか った と
言 える。
この よ うなMaxと の結びつ きも,裁 判 の判決 で 「死刑」が決 まった後,
二人 の間 に,心 理 の上 で くい違 いが 出て くるので ある。Maxは 結局「死」
の宣言 を受 けたBiggerを,も う死 ぬ人間 としか考 え られな くなって しま
った。 あ と6時 間後の,死 を控 えたBiggerは,Maxに 会 う以 外,誰 とも
面会 す る気持 には なれ なか った。 自分 の生涯 を,よ り確 固た るもの とし,
死 をどの ように受け取 るか のみ を一途 に 自覚 したい と望 ん でいた。 自分
の内部 に確実 な ものが あ るとすれ ば,Maxに よって引 き出す事 が出来 る
と信 じていたのだが,Maxの 言葉 は無 意味 な もの ばか りだ った。 もはや
Biggerを 理解 出来 なか った と言 え る。人生 の最 後に して知 り合 い,人 間
的 ふれ合 いを感 じさせ,Biggerの すべ てを知 って いるはずのMaxが,今
のBiggerの 本心,求 めて い る事 を理 解 出来ない とい う事 は,裏 切 に も等
しい大 きな衝撃 を与 えた と言 え る。
こ うしてBiggerは 死ん で行 くの だが,そ の死が決 して満 足 した死では
なか っ たこ とは明 白であ る。結局 は表 面的 に もせ よ,白 人 の強制 的力に
屈 した死 であ るのだ。内面的 に も,Biggerの 最 後 まで求 め ていた人間性
の追求 が な し得 なか ったのであ る。 この事 はBiggerの 死 を,よ り一 層悲
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劇 的に して い ると言 え よう。
Wrightが この ように最後 まで,悲 劇的 に した裏 に,ま った く救 いの な
い世界 にお かれた黒人 の言 いよ うの ない抗議 を見 るこ とが出来 る。 また
Communismと の係 りの安 易 さは,Wrightが まだ入党 していたこ とか ら
も察せ られ るが,実 際 にCommunismに 対 してWrightが 求め てい た もの
は,C::一 がMaxに 求 めていた人間 同士 のふれ 合い と,自 己認 識 だった
の では ないだ ろ うか。
Native&)%に お いて,Wrightは ア メ リカ社会 を批 判す る とと もに,
様 々 な問題 を投げか け た と言える。 黒 人の恐 怖 か らの暴 力 を肯 定す る
Wrightの 描 くBiggerに 対 し,反 発 よ り同情 させ られ,さ らに恐怖 を納得
させ られ るのは,Wrightの 人種差 別へ の抗議 が,彼 の 肉体 か らに じみ出
て くる もので あ り,そ の筆 が計画的 に黒人 を正 当化す る方向に向 け られ
て いるか らで あろ う。Wrightの 代弁 者 とも言 えるMaxの 言葉か ら,白 人
自身の恐怖 も知 る事 が出来 る。黒人 を虐待 した 白人 は,罪 を感 じっっ生
活 しているが,そ の罪 をあ くまで隠 して,目 をそむけ てい る白人 に とっ
て,黒 人が その罪 を感 じさせ る行動 を とる と,相 手 を抹殺 して しまお う
とす る。 こ うした白人の意識 の中に育 っ た黒人 は,さ らに恐怖 を深 めつ
つ ある事 を示 して,将 来 にまで続 くこ とを暗示 して いる と言 えよ う。
Communismへ 傾倒 していたWrightは,人間 性 の追 求 にお いて
CommunismとBiggerを結 びつ けよ うと試 みたが,結 局Wright自 身 の
Nationalismが 強 か った為 に,Biggerの 精神 内部 まで は 入 り込 め なか
ったのであ る。Biggerに よって,黒 人 の深 い恐怖 を示す とともに,人 間




(2)Ibid.,第 四章 で,Silasが 一 人の 白人 を殺 し,そ の死体 を前 に して絶
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